
1 

 

 
もっとアフリカを知り、経済、技術、文化の交流を促進します 

 
 

2020年  7月 15日    No.93

目 次 （「青色文字」クリックで当該情報にジャンプします。） 

 

巻頭言   「コロナの最中に災害」         編集委員長 福田 米藏 ・・・・・・・ 2 

 

在外公館ニュース  (6/16～7/15公開月報)       編集委員長 福田 米藏 ・・・・・・・ 3 

アルジェリア月報（５月）  アンゴラ月報（５月）    ジンバブエ月報（５月）    

セネガル月報（６月）    ベナン月報（４月）     マラウイ月報（５月） 

モザンビーク月報（５月） 

 

アフリカニュース紹介                編集委員・・・・・・・・・・・・・・ 9   

コロナとアフリカ（ アフリカ全域  サブサハラ  東アフリカ  南アフリカ  カメルーン 

エチオピア  南スーダン  スーダン  ナイジェリア シェラレオネ ） 

アフリカ一般  東アフリカ  西アフリカ  サヘール  南アフリカ  ケニア・ウガンダ   

ケニア  コンゴ  ノルウェー  エチオピア  ガーナ  ブルンジ  アルジェリア 

 

お役立ち情報の紹介                  顧 問   堀内 伸介・・・・・・ 19 

「地域経済見通し」  「新型コロナウイルス：アフリカの感染者数」  

 

JICA海外協力隊寄稿 

新型コロナウイルス感染拡大により、JICA海外協力隊員は一時帰国中にて、当分の間、 

寄稿文は休稿とさせて頂きます。ご理解下さいます様、宜しくお願い申し上げます。 

 

インタビュー 

  新型コロナウイルス感染防止の観点から、インタビュー取材が困難な状況にて、 

  当分の間、休稿とさせて頂きます。ご理解の程、宜しくお願い申し上げます。 

  
アフリカ映画情報                 特別研究員  高倍 宣義・・・・・・・23 

 

アフリカ協会からのご案内   －協会日誌－        事務局長   成島 利晴・・・・・・・24 

                           服部禮次郎      サブサハラ・アフリカ奨学基金 

                            第 6回懸賞論文    高校生エッセイ 

             

月刊アフリカニュース 

 

 

 

編集・発行： 一般社団法人 アフリカ協会  

月刊アフリカニュース編集委員会  編集委員長 福田 米藏 

 

 



2 

 

 令和 2年 7月の巻頭言 

             「コロナの最中に災害」 

 

令和２年もあっという間に半年が過ぎ、文月の７日七夕を迎えました。 

都内の其処此処に梅雨の風物詩である紫陽花が咲き揃い、青や紫、白やピンクの様々な色模様を描いて

います。 

様々な色模様はそれぞれの紫陽花が生えている土壌の酸性度によって生じるそうで、一般論で言えば

土壌が酸性ならば青、アルカリ性ならば赤になるようです。(面白いことにリトマス試験紙と逆ですね)。

庭などで紫陽花を育てる時は、肥料などを調整することにより好きな色の花を咲かせることができるよ

うです。 

一方で個々の花は開花から日を経るにつれて酸性度が変化していくため、最初の薄い黄緑色が赤や青

に変わり、さらに日が経つと老化によって青いものも赤みを帯びるそうです。 

ところで紫陽花の場合、様々な色を表す大きな花弁のように見える部分は、花弁を支える萼(がく)が大き

く発達したものだそうで、東南部アフリカでよく見かけたブーゲンビリアの色様々な花と思われる部分

が葉の変化した包葉であることを思い出しました。 

さて、例年ならば蒸し暑い梅雨空であっても、歌舞伎の七変化のように次々と色の変わる紫陽花を求め

て多くの観光客が各地の名所を訪れているところですが、今年は様変わり！緊急事態宣言解除後も人々

の出足は鈍いようです。 

５月２５日に政府の緊急事態宣言が解除され、各自治体ごとの外出自粛・休業要請も段階的に解除、東

京都でも６月１９日に全面解除されましたが、一時減少していた東京の新型コロナウイルス新規感染者

数も次第に増加に転じこのところ６日連続で百人を超えており、再び感染拡大を引き起こす「第２波」が

本当にやってくるのではないかとの不安が広がりつつあります。 

過去にはパンデミックの第２波がやってくることが多く、１９１８年に流行が始まったスペイン風の

場合は第３波まで襲来し第２波が世界中に大惨事をもたらしたそうですし、２００９年の新型インフル

エンザの場合は国によって２回又は３回と感染の波に違いが見られたようですが、いずれも後の波によ

る被害が大きかったそうです。驚くべきことに、この新型インフルエンザの波は日本にも襲来しましたが

２００９年１１月をピークとする１回だけで死亡者数も少なく、世界から「日本の奇跡」と言われたそう

です。 

今回の新型コロナウイルスのパンデミックの中で我が国における感染が比較的軽症であることも２０

０９年の例も、どのような説明がつくのか分かりませんが、研究者の間で指摘される様々な要因を世界中

で取り入れることが出来れば、被害の軽減に繋がるのではないか！我が国が貢献できる術もあるのでは

ないか！と浅はかな思いに至ります。半年以上続くコロナ禍によって気力も体力も失われがちになりな

がら、コロナと共に生きる新しい生活様式に向けて知恵と元気を振り絞っている最中に、今年も自然が大

きな牙を剥きました！ 

気候変動の影響か年々熱帯化する我が国の天候ですが、今まであまり聞いた事のない「線状降水帯」が

日本列島を縦断し、至る所で大雨による甚大な被害をもたらしています。 

洪水によって亡くなった方々のご冥福をお祈りすると共に、コロナと洪水の被害の中から立ち上がら

んとする人々にエールを贈りたいと思います。自然の脅威に歯軋りしながら。 

 

                          編集委員長 福田 米蔵 
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在外公館ニュース  ＝今月の読みどころ＝(5/16～6/15公開月報)＝ 

編集委員長 福田 米藏 

 

 

アルジェリア政治・経済月例報告 (2020年 5月) 

 

１. 憲法改正 

7 日，憲法改正のための専門家委員会作成の憲法改正草案に係る提案書が政界関係者，政党，

学者，市民社会等に配布された(憲法改正のための専門家委員会の提案は当初 3月 15日を目処

に配布とされていたが，コロナ禍のため延期されていた)。憲法改正における 6 つの主要軸等は以

下のとおり。 

 (1)基本的人権及び市民的自由 

(2)権力分立及び権力均衡の強化 

-大統領の権限を制限し，立法・司法との関係で権力分立を強化  

(3)司法の強化 

-司法の独立の原則の強化  

(4)憲法裁判所 

-憲法評議会に代わり憲法裁判所の確立  

(5)透明性，汚職の防止及び汚職との戦い 

 -透明性・汚職防止・汚職との戦いのための機関の憲法明記 

(6)独立選挙機関の憲法明記  

(7)上記 6 軸以外の提案の主なものとして，国連 PKO へのアルジェリアの参加について憲法

明記 

 

２. 輸出高の減少 

3 日，ベルヒメール報道相・政府報道官は，ラジオ番組の中で，新型コロナウイルス危機の影響

がもたらした石油価格の下落により，当国の輸出高が前年比 7.5%減となるとの見込みを表明。炭化

水素による収入も 2020 年予算法が前提としている 374 億米ドルを大きく下回る 206 憶米ドルとな

り，本年末 の外貨準備高は 442憶米ドルにまで減少するとした。 

 

３. 予算法案の可決 

31 日，国民議会(AN)において，政府が提出していた 2020 年予算法案が可決。同法案では，

2020 年予算法に定められた歳出を 7 兆 8231 億アルジェリア・ディナール(DZD)から 7 兆 3727 億

DZDへ、歳入を 6兆 2897億 DZDから 5兆 3958億 DZDへ下方修正している。 

 

４. 人口増加 

11 日，アルジェリア国家統計局は，2020 年 1 月 1 日現在の同国の人口が 4390 万人に達した

と発表した(2019年 1月 1日の同国人口は 4340 万人)。 

  https://www.dz.emb-japan.go.jp/jp/news2020.05.pdf 

 

https://www.dz.emb-japan.go.jp/jp/news2020.05.pdf
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アンゴラ共和国月報(5月) 

 

 

１. 市民保護基本法の改正 

5 月 22 日，国会で市民保護基本法の改正が承認された。本改正により，感染拡大等のリスク

が懸念される場合，緊急事態宣言を発令することなしに人の移 動を規制することが可能になった。 

 

２. 医療環境の整備 

5 月 10 日，シルビア・ルトゥクタ保健大臣は， 以前から PCR 検査の設備があった 3 施設(国

立エイズ対策機構，軍事病院，国立保健研究所)に加え， エスペランサ病院，ルアンダ総合病院，

サナトリオ病院の 3 施設が整備されたと発表した。 

 

３. 税制改革 

5 月 21 日，国会で所得税制度にかかる改正法案が承認され，非課税対象枠が 3 万 4,450 

クワンザ /月から 7 万クワンザ/月まで拡大された。また，これまでは，高所得者への税率が 23 

万クワンザ/ 月を超える所得に対して 15%と限られていたのに対し，今回の改正により富裕層への

課税率が細分化された。さらに，これまで非課税対象であった軍人及び警察の所得も課税対象に

なった。 

 

４. 大幅な景気後退予測 

(1)5 月 18 日，エコノミスト・インテリジェンス・ユニットは，2020 年の実質 GDP 成長率を-4.1% 

に下方修正した。 

(2)5 月 7 日，オックスフォード・エコノミックスは，2020 年の実質 GDP 成長率を-9.3%に下方

修正 した。 

 

５. .繊維工場におけるマスクの製造 

COVID-19 対策の一環として，Alassola 社はベンゲラ市の繊維工場でマスクの製造を開始した。

月に約 50万枚の生産を見込んでいる。 

 

https://www.angola.emb-japan.go.jp/itpr_ja/nikokukankankei.html 

 

 

ジンバブエ共和国月報(2020年 5月) 

 

１. 大統領、ロックダウンの無期限延長を発表  

ムナンガグワ大統領は 16 日ステートハウスでの演説で、ロックダウンを無期限に継続すると発表 

した。同大統領は、ロックダウンは 2週間の間隔で定期的に見直しを行うと話している。 

 

２. ジンバブエ、COVID-19への景気刺激策 180億ドルを発表 

https://www.angola.emb-japan.go.jp/itpr_ja/nikokukankankei.html
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COVID-19 の影響を受けたジンバブエの経済セクターの復興を目的とした 180億ドルの景気回

復、景気刺激策、社会的パッケージの運営の詳細が発表された。ムナンガグワ大統領の発表によ

ると、景気刺激策と救済策は GDP の 9%を構成するもので、すべての生産セクターを対象としてい 

る。 

 

３. 高等裁判所による中央銀行(RBZ)為替管理命令に対する違憲判決  

米ドル建ての口座の金額をジンバブエドル建て口座に換算するという 2018年 10月の当地 RBZ 

の命令に対し、高等裁判所が違憲判決を下した。裁判所は RBZ に対して、影響を受けた米ドル

口座保有者への 7 日以内の外貨支払いを命じた。本件は 2018 年 10 月に RBZ が同発表をして

から、 民間企業が RBZ や財務・経済開発省を起訴したことに端を発しており、当判決について裁

判官は、RBZ が単に名前を変更するだけで銀行口座の通貨を変更することは法的及び道徳的に

不当であるとして、民間企業の訴えを認めた。 

 

４. ジンバブエ国内で電気自動車サービス開始 

Vaya Africa は、同社のアフリカ全域への展開戦略の一環として、ジンバブエ国内で電気自動

車サービスを開始した。同社のドロシー・ジムート CEO(Dorothy Zimuto)は、ハラレで再生可能な

エネルギーを利用した革新的な方法を展開するにあたり、VAYA Electric の車両を発売すると発

表した。 同社は東西アフリカで電気自動車サービスの展開を計画しており、その種類も乗用車、

バイク、バン、バス、ダンプトラック等があるという。電気自動車は、Econet Global の子会社である 

Ugesi Energy によって建設された国内各地の充電ステーションで充電することができるという。 

 

５. 最新の GHRP発表、ジンバブエが追加され、8,490万米ドルの支援を求める 

 国連は 7日、NY で最新の 人道支援対応計画(Global Humanitarian Response Plan:GHRP)を

発表し、公衆衛生危機と COVID-19 による脆弱な人々への支援のため、ジンバブエに 8,490 万

米ドル、世界全体で 67億米ドルを求めた。GHRPの改訂版には、9 つの脆弱な国が追加されてお

り、ジンバブエのほかに、ベナン、ジブチ、リベリア、モザンビーク、パキスタン、フィリピン、シエラレ

オネ、トーゴが載っている。今回の追加要請は COVID-19 に関するジンバブエの国内対応に貢

献するものであり、特に子ども、高齢者、女性、障害者、HIV 対象者、難民、移民、干ばつや食糧

不安の影響を受けた人々など、最も脆弱な人々への対応に貢献するものであるという。 

 

 

https://www.zw.emb-japan.go.jp/files/100065975.pdf 

 

 

 

在セネガル日本国大使館月報 2020年 6月 

 

１. 非常事態宣言解除 

29 日，サル大統領は，国営テレビを通じて国民に向けた演説を行い，30 日 23 時をもって非常

事態宣言及び夜間外出禁止令を解除するとともに，7 月 15 日にブレーズ・ジャーニュ国際空港を

再開する旨発表を行った。 

https://www.zw.emb-japan.go.jp/files/100065975.pdf
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２.  経済成長率 

西アフリカ諸国中央銀行(BCEAO)は，西アフリカ経済通貨同盟(UEMOA)圏内の 2020年中の経 

済成長率が，当初の予測 6.6%から 2.6%に低下する予想を発表した。 

 

３. サル大統領の自主隔離措置 

24 日，サル大統領は，閣議後，新型コロナウイルス陽性者と接触していたことが判明し，検査を

受けた。検査結果は陰性であったものの，7月 8日までの 2週間，自主隔離措置をとる。 

 

４. 米国ミネアポリスにおけるアフリカ系米国人の死亡事件 

11 日，サル大統領は，ジョージ・フロイド氏の死亡事件について非難し，「この事件は人間の良

心にとって受け入れ難い死亡事件である。この会議(AUのコロナウィルス対策会議)は，この死亡事

件を非難し，黒人の権利の侵害に立ち向かっていかなければならない」旨述べた。 

 

 

https://www.sn.emb-japan.go.jp/files/100071164.pdf 

 

 

 

ベナン月報(2020年 4月) 

 

１. 地方議会議員選挙 

30 日，独立国家選挙委員会(CENA)は，5 月 17 日に実施される地方議会議員の選挙キャンペ

ーンの開始を宣言した。同キャンペーンはメディアでの実施に限定され，2週間続く。 

 

２. 経済成長率 

21日，IMFは 2020年のベナンの経済成長率に関し，新型コロナウイルス及びナイジェリアと の

国境閉鎖の影響により 3.2%になるとの見通しを示した。 

 

３. マスクの着用 

ベナン政府は新型コロナウイルス対策として，28 日より防疫地帯内に限定されていたマスクの着

用義務をベナン全土に拡大する通達を出した。 

 

４. 報道の自由ランキング 

21日，国境なき記者団による 2020年報道の自由ランキングが公表され，ベナンは 113位に 

位置づけられた。2019年の 96位から 17位下げた。 

 

https://www.bj.emb-japan.go.jp/files/100070593.pdf 

 

 

 

https://www.sn.emb-japan.go.jp/files/100071164.pdf
https://www.bj.emb-japan.go.jp/files/100070593.pdf
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マラウイ月報(2020年 5月) 

 

１. IMF2020年 GDP成長率予想 1%に低下  

IMF は，2020 年のマラウイ GDP 成長率について，5%から 4%減の 1%に修正した。理由は新型コ

ロナウイルスの影響。カルア・マラウイ大学チャンセラー校教授は，新型コロナウイルスが世界で影

響を振るう中，マラウイは需要及び供給が深刻な影響を受けたため，右修正は驚くべきものではな

いと述べた。 

 

２. 葉たばこ産業の歳入増加の兆し 

たばこ委員会(TC)は，2019/2020年たばこマーケットシーズンにつき，歳入増加との楽観的見解

を示した。たばこ取引の第 2 週目時点で，売上高は，昨年の 750 万米ドルと比べ 27%増の 960 万

米ドルとなった。たばこの平均価格は，昨年の 1.28米ドル/kg と比較して 22%増の 1. 56米ドル/kg 

と回復傾向。たばこの売上量は，昨年の 590万キロと比較して 4%増の 610万キロとなった。 

 

３. 大統領による新型コロナウイルス・タスクフォースの立ち上げ 

ムタリカ大統領は，プーカ医科大学教授及びムワナムヴェカ財務・経済計画・開発大臣を共同

議長とする新型コロナウイルス・タスクフォースを任命した。右タスクフォースは，野党，市民社会，

保健専門家を含めた合計 21名で構成される。 

４. 大統領選挙の有効性を問う最高裁判所審理 

8日、憲法裁判所判決でも判事を務めたニレンダ最高裁長官を含む 7名の判事が満場一致で， 

昨年の大統領選挙の無効を判断。主な判決内容以下のとおり。 

(1)広範な修正液使用，多数の集計用紙における違法な変更，広範な集計用紙複製使用等，昨 

年 5月の大統領選挙における不正は重大のみならず厄介である。  

(2)右選挙は無効であり，大統領職及び副大統領職は右選挙前の状況(ムタリカ大統領，チリマ 副

大統領)に回帰する。  

(3)ME(選挙委員会)は，憲法及び関連法の重大違反という結果に終わった右選挙の運営において，

深刻な 不適格性(incompetence)を証明した。 

 

https://www.mw.emb-japan.go.jp/files/100068543.pdf 

 

 

 

 

 

モザンビーク共和国月報(2020年 5月) 

 

１. 新型コロナウイルス(緊急事態宣言の再延長) 

5 月 28 日，ニュシ大統領は会見を実施し，緊急事態宣言は 6 月 29 日 23 時 59 分まで再延長

されることとなった。なお，モザンビーク憲法上，緊急事態宣言は 3 か 月を上限として発動が認め

られている。 

 

https://www.mw.emb-japan.go.jp/files/100068543.pdf
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２. 政府の新型コロナウイルス対策 

13 日に，ガソリンがリッターあたり 66.49 メティカルから 64.22 メティカルに，軽油は 同 63.5 

メティカルから 60.1 メティカルに，それぞれ値下げされる。発電・照明燃料の灯油 と家庭用ガス

の価格は据え置かれる。 

政府は石けん，食用油，砂糖への付加価値税を免税し，消費者価格の低減を目指す。同免税は

議会の承認が得られ次第実行され，期限は 2020 年 12 月 31 日までの予定。 

 

３. マプト都市バスの電子切符システム導入協定 

マプト都市圏交通局は，民間銀行やその他ファイナンス機関と電子切符システムの導入 実施

に向けた協定を結んだ。Mpesa や Mkesh といったモバイル決済サービスを利用するこ とで，運

賃の盗難や乗務員による不正行為を防止する。 

 

４. ロブマ・ガス田 Area1 事業は遅延しない見込み  

仏トタール社はモザンビークにおける天然ガス採掘の開始時期について遅れがないことを再確

認した。同事業サイトでは新型コロナウイルス感染者が発生した影響で，事業が 7 週 間休止され

ている。同社はニュースレターで，「現時点での見通しでは今般の事業休止によるプロジェクト全体

への影響はなく，2024 年の LNG 出荷へ向けて引き続き軌道に乗って作業を続ける」と発表した。 

 

https://www.mz.emb-japan.go.jp/files/100070309.pdf 

 

 

 

 

 

 

（ご参考） 

＊通貨換算 URL：http://www.xe.com/ja/currencyconverter/ 

＊記載した情報は、在アフリカ諸国日本大使館 HPと AB－NETから収集したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mz.emb-japan.go.jp/files/100070309.pdf
http://www.xe.com/ja/currencyconverter/
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アフリカニュース紹介                    

月刊アフリカニュース編集委員 

 

1．「アフリカ全域：アフリカ諸国の COVID-19 への対応から学ぶべきことも多い」 

 “Africa’s COVID-19 Resilience Must Not Lead to Complacency”、 

    Chatham House、Knox Chitiyo＆others、  6 月 3 日 

https://www.chathamhouse.org/expert/comment/africa-s-covid-19-resilience-must-not-

lead-complacency 

  アフリカ諸国の COVID-19 危機に対する対応は、今までのところ広範囲にわたる不安

を残しているものの、これまでの感染症の経験を生かした施策の成功があり、先進国も

含めて公衆衛生、安全保障、経済に関する貴重な教訓を得ることができる。本記事はニ

ュースというよりは評論であり、盛り沢山の議論が展開されている。 アフリカの経験

から学ぶことも少なくない 

 

２．「アフリカ全域：COVID-19 と中小企業への影響」 

 What About Africa's Small, Medium Businesses During the COVID-19 Pandemic?”、 

    Allafrica、Andre van Wyk、6 月 5 日 

https://allafrica.com/stories/202006050688.html 

  COVID-19 の大企業への影響については、多く述べられているが、パンデミックの中

小企業への影響については、多く語られていない。WHO によれば、アフリカの労働人

口の 70％はインフォーマル部門で働いている。UNECA によれば、経済活動が減退す

れば、およそ 2,700 万人が極端な貧困におちいると予測している。ロックダウンが低所

得国で、感染のスピードを遅くするだけでも、経済への影響も減少することができる。 

 

３．「アフリカ全域：中国の債務全部の帳消しはありえない」 

 “China-Africa Blanket Debt Forgiveness Not in the Cards”、 

VOA、Salem Solomon、6 月 3 日 

https://www.voanews.com/africa/china-africa-blanket-debt-forgiveness-not-cards 

  中国の政府、銀行、投資家はアフリカ諸国に 2000～2017 に 1460 憶ドルを貸し出して 

いる。COVID―19 による経済後退でアフリカ諸国は返済の延期、あるいは何らかの債

務帳消しを求めている。全部の債務帳消しは考慮されていない。アフリカ諸国は中国と

債務について対決を望んでいない。債務は蓄積し、プロジェクトは未完成となれば、中

国の債権者はアフリカのインフラを支配することになろう。 

 

４．「アフリカ全域：COVID-19 危機は食糧システムの欠陥を明らかにした」 

 “COVID-19 recovery is a chance to improve the African food system”、 

     The Conversation、Kai Mausch& others、6 月 11 日 

https://theconversation.com/covid-19-recovery-is-a-chance-to-improve-the-african-food-

system-139134 

  WFP は COVID-19 が第 2 次世界大戦以降最悪の食糧危機を引き起こすと警告してい 

https://www.chathamhouse.org/expert/comment/africa-s-covid-19-resilience-must-not-lead-complacency
https://www.chathamhouse.org/expert/comment/africa-s-covid-19-resilience-must-not-lead-complacency
https://allafrica.com/stories/202006050688.html
https://www.voanews.com/africa/china-africa-blanket-debt-forgiveness-not-cards
https://theconversation.com/covid-19-recovery-is-a-chance-to-improve-the-african-food-system-139134
https://theconversation.com/covid-19-recovery-is-a-chance-to-improve-the-african-food-system-139134
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る。飢餓状態になる人の数の倍増を予測し、その半分以上はサブサハラ・アフリカとし 

ている。今までのところ食糧の生産、加工、配分に大きな変化はないが、世界的には 15,8 

億人が健康的な食事をとることは出来ていない。このような不平等はアフリカ大陸で 

著しい。COVID-19 以前でも、2018 年にはサブサハラ・アフリカの 2 億 5000 万人が 

厳しい食糧安全問題を抱えていた。記事はアフリカ大陸の食糧システムをより安全に 

する提案をしている。 

 

5．「サブサハラ・アフリカ：COVID-19 によって新たに 2,300 万人が極貧に苦しむ」 

 “COVID-19 - Additional 23 Million People Face Acute Poverty in Sub-Saharan Africa 

– Ifad”、 

    Premium Times、Abdulkareem Mojeed、5 月 30 日  

https://allafrica.com/stories/202005300086.html 

  IFAD(国際農業開発基金)の総裁によれば、サブサハラ・アフリカでは今年中に新たに

2,300 万人が極貧状態に陥ることになろう。西アフリカと中央アフリカでは今年は不作

となり 7 月 8 月には、2,100 万人が危機的な食糧不足に見舞われる。COVID-19 は、ウ

イルスで明らかとなった組織的な弱点が気候変動によりさらに複雑なものとなるとの

警告である。農村社会が次の干ばつや洪水や流行病に対処するために食糧システムを

より強靭にしなければならない。 

 

６．「東アフリカ：COVID-19 により地域銀行の利益見通しは暗い」 

 “Covid-19 shock dims earnings prospects for EA banks for 2020 

   The East African、James Anyanzwa、 6 月 8 日 

https://www.theeastafrican.co.ke/business/Covid-19-shock-dims-earnings-prospects-for-

EA-banks-for-2020/2560-5572636-fdsfox/index.html 

  東アフリカの銀行は第一 4 半期では、利益の横ばいあるいは減少を報告しており、

COVID-19パンデミックが経済に影響する一年間の抑制されたペースを予告している。

ロックダウンと諸制限はローン帳簿の急激な低下となっており、景気後退期において

も巨額の利益を得ていた銀行に今までにはなかったビジネスを予告している。小売業

と中小企業へのローンは敬遠され、国債へ投資は、他の金融機関との競合もあり、利益

率は少なくなっている。株主配当の減少もあり得るし、すでに昨年の配当のキャンセル

もあり得る。 

 

７．「南アフリカ：裁判所は政府のロックダウンからの出口を難しくした。間違いである」 

 “Court throws South Africa’s lockdown exit strategy into disarray. But it got it wrong”、  

The Conversation、Richard Calland、6 月 4 日 

https://theconversation.com/court-throws-south-africas-lockdown-exit-strategy-into-

disarray-but-it-got-it-wrong-139991 

  南アフリカの国民は COVID-19 感染拡大を防止するために非常に厳しいロックダウン

を経験した。最近制限は緩められたが、政府は頭ごなしで厳しすぎるとの批判を受けた。

当然事態は最高裁判所に持ち込まれ、各種制限は憲法違反であり、無効である、との判

決となった。記事は判決が不当との立場である。政府としては不慣れで全く知識のない

https://allafrica.com/stories/202005300086.html
https://www.theeastafrican.co.ke/business/Covid-19-shock-dims-earnings-prospects-for-EA-banks-for-2020/2560-5572636-fdsfox/index.html
https://www.theeastafrican.co.ke/business/Covid-19-shock-dims-earnings-prospects-for-EA-banks-for-2020/2560-5572636-fdsfox/index.html
https://theconversation.com/court-throws-south-africas-lockdown-exit-strategy-into-disarray-but-it-got-it-wrong-139991
https://theconversation.com/court-throws-south-africas-lockdown-exit-strategy-into-disarray-but-it-got-it-wrong-139991
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分野での意思決定を行わなければならない時に、判決はいたずらに圧力をかけるばか

りである 

 

８．「南アフリカ：地域的に異なる COVID-19 対応」 

 “South Africa must adopt a localised response to COVID-19. What it would look like”、  

The Conversation、Kaymarlin Govender、6 月 9 日 

https://theconversation.com/south-africa-must-adopt-a-localised-response-to-covid-19-

what-it-would-look-like-139254 

  南アフリカは COVID-19 に対して地域的に異なる対応が求められている。30 年間の

HIV/AIDS の経験が生かされることになろう。保健大臣は国を 3 区域に分ける。警戒

地域（人口 10 万人につき 5 ケース以下）、新興ホットスポット（人口 10 万につけ 5 ケ

ース以下、しかし感染が早く拡散）、ホットスポット（人口 10 万につき 5 ケース以上）

各種制限が緩和されるにしたがって、ホットスポットに重点を置く対策が勧められて

いる。 

 

９．「南アフリカ； スーパー・スプレッダーの抑制に集中すべき」 

 “South Africa can get COVID-19 under control if it blocks the routes that enable 

transmission ”、 

The Conversation、Alex van den Heever＆others、6 月 18 日 

https://theconversation.com/south-africa-can-get-covid-19-under-control-if-it-blocks-the-

routes-that-enable-transmission-140792 

  南アフリカは社会的経済的な制限を次第に緩和している。南アフリカのウイルス検査

と感染のコンタクトの追及は、感染を拡大しない充分なレベルに達していない。そこで

感染のスーパー・スプレッダーの抑制に集中すべきではなかろうか。特に宗教的集会や

閉鎖されたスペースに多くの労働者が働いている場所などが対象となろう。 

 

10．「カメルーン：COVID-19 パンデミックに大統領は無関心」  

 “Cameroon fights coronavirus with an ‘absent’ president” 

    Good Governance Africa、Amindeh B. Atabong、6 月 3 日 

https://gga.org/cameroon-fights-coronavirus-with-an-absent-president/ 

  3 月 6 日に最初のコロナ感染者が出て以来、4,890 名の感染者と 165 名の死者が出た。 

ビヤ大統領は 38 年間の統治において、政治権力の強化に関心をもち、国の諸問題への

関心は示さず、彼の取り巻きが仕切っている状態である。コロナ感染への対応は首相と

保健大臣が指揮を執っている。4 月 30 日にロックダウンを解除し、各世帯に 2,800Ｃ

ＦＡフラン～4,500ＣＦＡフランを供与し、ビジネスには暫定的な税金モラトリアムと

繰延支払いを含む経済刺激策を導入した。国民に特別基金への寄付を求めているが、政

府は国民の信頼を得ていない。 

 

11．「エチオピア：最悪事態はこれからと予想されている」 

 “Coronavirus in Ethiopia: Is the worst yet to come?”、 

   New African、James Jeffrey、6 月 6 日 

https://theconversation.com/south-africa-must-adopt-a-localised-response-to-covid-19-what-it-would-look-like-139254
https://theconversation.com/south-africa-must-adopt-a-localised-response-to-covid-19-what-it-would-look-like-139254
https://theconversation.com/south-africa-can-get-covid-19-under-control-if-it-blocks-the-routes-that-enable-transmission-140792
https://theconversation.com/south-africa-can-get-covid-19-under-control-if-it-blocks-the-routes-that-enable-transmission-140792
https://gga.org/cameroon-fights-coronavirus-with-an-absent-president/
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https://newafricanmagazine.com/23431/ 

  エチオピアにおける最初の COVID-19 感染者は 3 月 13 日に報告され、日本人であっ

た。10 日後には国境は閉じられ、4 月 8 日には、5 ケ月間の非常事態宣が発せられた。

今までのところ感染者数と死者数は少なく、ピークは 6 月か 7 月になると予想されて

いる。医師の数も 1 万人につき一人であり、ケニアの半分、ナイジェリアの１/4, 南ア

フリカの１/9 である。政府は国民の経済的な困難に対応して、非常宣言期間中の家賃

の増加や立ち退き要請を禁じている。すべてのビジネスや民間雇用者は従業員を減ら

すことや早期に終了することを禁じている。8 月 29 日に予定されていた総選挙は延期

された。 

 

12．「南スーダン：COVID-19 感染者数は上昇している」 

 “Covid-19: South Sudan cases rise to 1,604”、 

   The East African、Garang A. Malak、6 月 8 日 

https://www.theeastafrican.co.ke/news/ea/Covid-19-South-Sudan-cases-rise/4552908-

5572882-g6ub50/index.htm 

  南スーダンの COVID-19 感染者数は 6 月 8 日現在 1,604 人、死者数は 19 人である。 

タスクフォースのスポークスマンによれば、現在の患者数は 1,570 人である。15 名が

回復した。その中には、第一副大統領のマシャールとその妻の防衛大臣、さらに情報大

臣、外務副大臣、環境・森林大臣が含まれている。保健省は感染の拡大を阻止するため

に、検査で陰性となった者への証明書の発行を停止した。証明書は首都ジュバから出る

ためにも必要とされていたが、偽物が出回わり始めていた。 

 

13．「スーダン：パンデミックに直面している暫定政府は援助が必要」 

 “Sudan’s transitional government must be supported through COVID-19. Here’s 

why”、  

The Conversation、Sarah Logan、6 月 18 日 

https://theconversation.com/sudans-transitional-government-must-be-supported-

through-covid-19-heres-why-140184 

  2019 年 9 月にアル・バシル前大統領を追放し、30 年にわたる政治的圧政と経済的ミス

マネジメントから解放した暫定政府は多くのチャレンジに面している。維持不可能な

燃料への補助金は財政赤字と債務の増加を招いた。債務は現在 600 億ドルに達する。

スーダンの人口の 65％は貧困層である。経済改革を進めなければならないが、40 億ド

ルの国際的支援を必要としている、と推定される。政治的にも経済的にも非常に緊張し

た時に COVID-19 パンデミックが襲ってきた。貧困レベルは人口の 80％にまで上がる

との推定さえある。この危機はスーダンの市民主導の民主的な暫定政府への脅威であ

る。 

 

14．「ナイジェリア： 政府の経済刺激政策は的を外している」 

 “Nigeria’s post-COVID-19 recovery plan has some merit. But it misses the mark”、  

The Conversation、Tolu Olarewaju、6 月 22 日 

https://theconversation.com/nigerias-post-covid-19-recovery-plan-has-some-merit-but-

https://newafricanmagazine.com/23431/
https://www.theeastafrican.co.ke/news/ea/Covid-19-South-Sudan-cases-rise/4552908-5572882-g6ub50/index.htm
https://www.theeastafrican.co.ke/news/ea/Covid-19-South-Sudan-cases-rise/4552908-5572882-g6ub50/index.htm
https://theconversation.com/sudans-transitional-government-must-be-supported-through-covid-19-heres-why-140184
https://theconversation.com/sudans-transitional-government-must-be-supported-through-covid-19-heres-why-140184
https://theconversation.com/nigerias-post-covid-19-recovery-plan-has-some-merit-but-it-misses-the-mark-140974
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it-misses-the-mark-140974 

  COVID-19パンデミックの途上国への影響は特に厳しい。特別な救済措置が無ければ、 

2020 年末にはナイジェリでは失業率は 33.6％、4 千万人になると推定されえている。 

世銀の世帯調査では 40％の世帯が貧困と分類されている。GDP の減少幅は 4.40％～ 

8.91％との推定である。政府は緊急経済刺激政策を発表している。内容はＮ2.3 兆（５ 

９億ドル）の支出で、経済の減退を 0.59％に抑える計画である。計画は不十分である。 

（記事は刺激政策の概要を説明している。） 

 

15．「シエラレオネ：COVID-19 感染と洪水対策に地域社会が対応しなければならない」 

“Sierra Leone faces coronavirus as rainy season hits – local disaster planning will be 

key ”、 

The Conversation、Lee Miles、  6 月 19 日  

https://theconversation.com/sierra-leone-faces-coronavirus-as-rainy-season-hits-local-

disaster-planning-will-be-key-139604 

  シエラレオネ政府は COVID-19 の最初の症例が確認される前の 3 月 25 日に非常事態

宣言を発した。ウイルスは感染し続け 6 月 19 日には 1,272 人の感染者と 51 名の死者

がでている。同時に雨季が始まろうとしている。特に首都においては洪水が起きやすい。

2017 年には 1.000 人の死者を出している。首都の洪水対策と言えば、大きなスタジア

ムや学校への避難であるが、大勢の集団を避け、ソシャルディスタンスを保つ、COVID-

19 対策と相反する。いずれにしても地域社会がパンデミックや洪水に対応しなければ

ならない。難しい課題である。 

 

16．「アフリカ一般：米国と中国間の緊張への対応」 

  “Afri1can countries need to seize opportunities created by US-China tensions”、 

     The Conversation、Mzukisi Qobo＆Mjumo Mzyece、 6 月 16 日 

https://theconversation.com/african-countries-need-to-seize-opportunities-created-by-

us-china-tensions-140448 

  二つの大国、米国と中国間の悪意に満ちた貿易戦争の緊張が深まっているが、同時に世

界経済は COVID-19 によって途方もない困難に面している。アフリカ諸国も独立以来

最悪の経済危機を経験している。アフリカ諸国は米中の緊張に対して、戦略的かつ戦術

的であらねばならない。失敗すれば国益を大きく傷つけることになる。アフリカ諸国は

3 分野で課題と機会がある。１）技術的なフロンティア、2）世界的なサプライチェー

ン、3）貿易統合と経済協力である 

 

17．「東アフリカ：ロックダウン規制を解除するためにニューノーマルを設定」 

 “Time for a new normal as East Africa eases lockdown restrictions”、 

     The East African、Charles M. Mpagi、6 月 6 日 

https://www.theeastafrican.co.ke/news/ea/Lives-or-the-economy-East-Africa-tough-

choice/4552908-5571862-wyupjez/index.html 

  東アフリカ共同体は COVID-19 の第 2 次感染に対処するためのニューノーマルのガイ

ドラインを発表した。通勤者と公共運輸機関はウガンダにおける運輸部門の順次開放

https://theconversation.com/nigerias-post-covid-19-recovery-plan-has-some-merit-but-it-misses-the-mark-140974
https://theconversation.com/sierra-leone-faces-coronavirus-as-rainy-season-hits-local-disaster-planning-will-be-key-139604
https://theconversation.com/sierra-leone-faces-coronavirus-as-rainy-season-hits-local-disaster-planning-will-be-key-139604
https://theconversation.com/african-countries-need-to-seize-opportunities-created-by-us-china-tensions-140448
https://theconversation.com/african-countries-need-to-seize-opportunities-created-by-us-china-tensions-140448
https://www.theeastafrican.co.ke/news/ea/Lives-or-the-economy-East-Africa-tough-choice/4552908-5571862-wyupjez/index.html
https://www.theeastafrican.co.ke/news/ea/Lives-or-the-economy-East-Africa-tough-choice/4552908-5571862-wyupjez/index.html
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への新たな条件に適応するのに苦労している。ムセベニ大統領によれば、ウガンダは

COVID-19、洪水、イナゴの大群を同時に経験しているが、順調である。 

 

18．「西アフリカ地域：電力供給の増加と気候目標の達成」 

 “ How West Africa can expand power supply and meet climate goals “ 

The Conversation、Sebastian Sterl, Robert Brecha, 6 月 5 日 

https://theconversation.com/how-west-africa-can-expand-power-supply-and-meet-

climate-goals-139521 

  水力発電と太陽光発電、風力発電のコンビネーションは、西アフリカ地域にとって有望

なオプションである。化石燃料発電を最低に抑えることは、気候変動への影響をミニマ

ムに抑えることにもなる。水力発電のため湖の水位と下流の河川への水量を維持可能

なレベルに保つ監視も大切である。将来水力発電を太陽光と風力でカバーすることも

不可能ではない。それにより再生可能エネルギー発電は全体的な生態学的維持可能性

をも向上する。 

 

19．「サヘール地域：フランス軍はマリでアルカイダの北アフリカ司令官を殺した」 

 “French forces kill al-Qaida's north Africa chief in Mali”、 

     Guardian、 6 月 9 日、 

https://www.theguardian.com/world/2020/jun/05/french-forces-kill-al-qaidas-north-

africa-chief-in-mali 

フランス軍よると 6 月 3 日に地域の協力者の支援を得て、7 年以上も追いかけていた

イスラムマグレブのエミール、アブデルマレク・ドゥルークデルとその側近数名をマリ

北部で殺した。彼は 2007 年までアルカイダと組んでおり、アルジェリアの自爆テロを

導入したとされている。フランス軍は 2013 年以来サヘールで武装勢力と戦っており、

現在はフランス軍 5,000 名を含むサヘール 5 ケ国とカナダ、チェコ、デンマーク、英

国、米国を含む多国籍軍が反乱軍と戦っている。 

 

20．「南アフリカ：コロナ時代に見られる指導者の姿」 

 “What sets good and bad leaders apart in the coronavirus era”、  

The Conversation、Lawrence Hamilton、6 月 7 日 

https://theconversation.com/what-sets-good-and-bad-leaders-apart-in-the-coronavirus-

era-140013 

  一般的には COVID-19 への対応について民主主義国の方が独裁政権よりも良いが、記

録は一様ではない。民主主義国でも感染を否定、科学的な助言を否定的、あるいは経済

を生命より先行させる偏見を持つ国もある。例えば、米国やブラジルである。科学的、

組織的、慎重な対応が韓国、ニュージーランド、フィンランドに見られる。南アフリカ

のラマホーサ大統領は最初が非常に良かったが、その後の施策はそうとは言えない。民

主主義は影響を及ぼすが、具体的な施策は指導者に掛かっている。国民の豊かな生活へ

の関心か少数の利益を重要視するかである。 

 

21．「南アフリカ：AGOA 失効前に貿易の多様化、経済の刷新の必要性」 

https://theconversation.com/how-west-africa-can-expand-power-supply-and-meet-climate-goals-139521
https://theconversation.com/how-west-africa-can-expand-power-supply-and-meet-climate-goals-139521
https://www.theguardian.com/world/2020/jun/05/french-forces-kill-al-qaidas-north-africa-chief-in-mali
https://www.theguardian.com/world/2020/jun/05/french-forces-kill-al-qaidas-north-africa-chief-in-mali
https://theconversation.com/what-sets-good-and-bad-leaders-apart-in-the-coronavirus-era-140013
https://theconversation.com/what-sets-good-and-bad-leaders-apart-in-the-coronavirus-era-140013
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 “South Africa must get ready for an inevitable loosening of trade ties with the US ” 

The Conversation、Mills Soko、6 月 2 日 

https://theconversation.com/south-africa-must-get-ready-for-an-inevitable-loosening-of-

trade-ties-with-the-us-139770 

  米国の現政権は南アフリカの”途上国“の地位を取り消した。米国の経済政策は南アフ

リカに対して今までのように寛大でなく、厳しいものとなるであろう。南アフリカは

AGOA（アフリカ成長機会法）が 2025 年に失効する前に輸出の多様化や経済の刷新

を図るべきである。（記事は両国間の貿易関係について詳しく説明している。） 

 

22．「南アフリカ：生物多様性の損失や他の世界的な病気の根本原因は共通」 

 “Climate change, biodiversity loss and other global ills share root causes”、 

    The Conversation、Mary Scholes, Robert Scholes、6 月 10 日 

https://theconversation.com/climate-change-biodiversity-loss-and-other-global-ills-

share-root-causes-140183 

  COVID-19 後の世界のために、気候変動と生物多様性の損失の根本的な共通原因に対

応しなければならない。主に再生エネルギーへの急速な移行が、問題の緩和に貢献する。

また、自然環境の破壊が人畜共通感染症の原因であり、無秩序な森林伐採や都市化を避

けることにより問題の解決に前進することができる。南アフリカは古代の種の豊富な

草原に単一種の植林をし、川が枯渇し、生物多様性が損なわれることを学んでいる。 

 

23．「ケニア、ウガンダ、エチオピア：都市化と大気汚染の増加」 

 “Visibility study of Nairobi, Kampala and Addis Ababa reveals big air pollution 

problems ”、 

The Conversation、Ajit Singh&others、6 月 5 日 

https://theconversation.com/visibility-study-of-nairobi-kampala-and-addis-ababa-

reveals-big-air-pollution-problems-138967 

  6 月 5 日は 46 回目の「世界環境デー」である。今年は COVID-19 パンデミックで世

界経済が壊滅的な状況にあるが。経済活動のシャットダウンは一時的に大気汚染を引

き下げた。過去 44 年間に大気汚染はナイロビ 182％、アディスアベバ 62％、カンパラ

162％増加した。ナイロビでは数十年振りにケニア山とキリマンジエロを見ることがで

きるようになった。都市化は開発の必然的な結果ではあるが、大気の汚染を伴わないよ

うな措置が取られるべきであろう。 

 

24．「ケニア： 国の債務状況は悪夢である」 

 “The Sad Tale of the Country's Debt Nightmare”、 

    Daily Nation、Paul Wafula、6 月 9 日 

https://www.nation.co.ke/dailynation/news/-kenya-debt-nightmare-561004 

  2014 年ケニアの大蔵大臣は国家の対外債務の上限を 2.5 兆シリングに倍増することを

求めた。その理由は単純で、ケニアは野心的なインフラ建設を求めていた。2019 年 10

月に大蔵大臣は国内債務と対外債務の上限を 904.7 兆シリングに上げることを求めた。

これは新会計年度の公的債務サービス費用が、歳入の 55％になることを意味している。 

https://theconversation.com/south-africa-must-get-ready-for-an-inevitable-loosening-of-trade-ties-with-the-us-139770
https://theconversation.com/south-africa-must-get-ready-for-an-inevitable-loosening-of-trade-ties-with-the-us-139770
https://theconversation.com/climate-change-biodiversity-loss-and-other-global-ills-share-root-causes-140183
https://theconversation.com/climate-change-biodiversity-loss-and-other-global-ills-share-root-causes-140183
https://theconversation.com/visibility-study-of-nairobi-kampala-and-addis-ababa-reveals-big-air-pollution-problems-138967
https://theconversation.com/visibility-study-of-nairobi-kampala-and-addis-ababa-reveals-big-air-pollution-problems-138967
https://www.nation.co.ke/dailynation/news/-kenya-debt-nightmare-561004
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25．「ケニア：新たなケニアッタとオディンガの協力協定は長続きしないであろう」 

 “Kenyatta and Odinga’s pact has led to a new elite alliance. Why it won’t last”  

The Conversation、Karuti Kanyinga、6 月 24 日 

https://theconversation.com/kenyatta-and-odingas-pact-has-led-to-a-new-elite-alliance-

why-it-wont-last-141207 

  ケニアッタ大統領と有力な反対派のリーダーのオディンガとの協力協定が結ばれた。 

ケニア政治における対立政治家の協力協定は、ケニアの政治エリート達が権力を維持 

するために利用するものである。自分自身の利益を守るための方法であるために、長続 

きしない。ケニア政治は基本的にはエリート達とその民族間の競争で決定される。（記 

事はケニア政治の民族政治力学を明快に解説している。） 

  

26．「コンゴ（民）：新たな感染の拡大を防ぐためにエボラワクチン予防接種が進行中」 

 “Ebola vaccinations underway in new DR Congo outbreak”、 

    The East African、Tuesday June 9 202 

https://www.theeastafrican.co.ke/scienceandhealth/Ebola-vaccinations-underway-in-

new-DR-Congo-outbreak/3073694-5573432-e0p5atz/index.html 

  Equateur 州の首都 Mbandaka で最初のケースが報告され、6 月 1 日以降 6 人が出血

性ウイルスで亡くなった。同州では 2018 年の 5 月から 7 月の間にエボラで 33 人が亡

くなっている。東部の流行で 30 万人以上が予防接種をうけている。さらに感染の拡大

を止めるために 2 つの新たなワクチンが使用されている。 

 

27．「ノルウェー難民委員会は世界がその危機を無視している 10 ケ国を選択」 

 “Cameroon, Nigeria, eight others are world’s most neglected crises-NRC”、 

Scroll Report、6 月 10 日 

https://www.scrollreport.com/2020/06/cameroon-nigeria-eight-others-are-worlds-most-

neglected-crises-nrc/ 

  ノルウェーの難民委員会（NRC)によれば、カメルーン、ナイジェリアと他の 8 ケ国は

その危機について、世界に無視されている国々である。他の国はコンゴ（民）、ブルキ

ナファソ、ブルンジ、ベネズエラ、マリ、南スーダン、ナイジェリア、中央アフリカと

ニジェールである。カメルーンは COVID-19 の他にボコ・ハラムの攻撃、英語圏と仏

語圏の武力紛争が継続している。国際的な巨額な援助不足が記録されている。 

 

28．「エチオピア：アビィ首相は民主化を主導しているが、強い障害も立ちはだかっている」 

 Abiy put Ethiopia on the road to democracy: but major obstacles still stand in the way”、  

The Conversation、Yohannes Gedamu、6 月 16 日 

https://theconversation.com/abiy-put-ethiopia-on-the-road-to-democracy-but-major-

obstacles-still-stand-in-the-way-140750 

  エチオピアのアビィ首相は就任以来２年が経ち、国の平和と安定に大いに貢献した。最 

大の功績はそれまでの人民革命民主戦線を解体して新たな繁栄党の結成である。移行 

には多くの危険もあった。民主主義が機能するには。民族的な暴力と紛争を解決しなけ 

https://theconversation.com/kenyatta-and-odingas-pact-has-led-to-a-new-elite-alliance-why-it-wont-last-141207
https://theconversation.com/kenyatta-and-odingas-pact-has-led-to-a-new-elite-alliance-why-it-wont-last-141207
https://www.theeastafrican.co.ke/scienceandhealth/Ebola-vaccinations-underway-in-new-DR-Congo-outbreak/3073694-5573432-e0p5atz/index.html
https://www.theeastafrican.co.ke/scienceandhealth/Ebola-vaccinations-underway-in-new-DR-Congo-outbreak/3073694-5573432-e0p5atz/index.html
https://www.scrollreport.com/2020/06/cameroon-nigeria-eight-others-are-worlds-most-neglected-crises-nrc/
https://www.scrollreport.com/2020/06/cameroon-nigeria-eight-others-are-worlds-most-neglected-crises-nrc/
https://theconversation.com/abiy-put-ethiopia-on-the-road-to-democracy-but-major-obstacles-still-stand-in-the-way-140750
https://theconversation.com/abiy-put-ethiopia-on-the-road-to-democracy-but-major-obstacles-still-stand-in-the-way-140750
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ればならない。また、莫大な国内避難民の問題も解決しなければならない。首相はほぼ 

これらの問題を解決した、と言える。首相は誰も触れなかったソマリアとソマリランド 

についても歴史的な会合を開催している。現在は古い革命戦線に影響力を持っていた 

ティグレイ人民解放戦線が首相の繁栄党の主な政治的敵となっている。 

 

29．「ガーナ：選挙を前にして、与党も野党もたわいもない政策論争に」 

 “Petty Politics in Time of COVID-19 Between Govt, Opposition Disappointing”、 

     Allafrica、   Marian Efe Ansah、6 月 16 日 

https://allafrica.com/stories/202006160633.html 

  ガーナは 2020 年末に選挙が予定されている。与党も野党もパンデミック対策をめぐっ

て選挙民の支持を得るために努力している。野党を率いるマハマ前大統領は現政権よ

り良い政策を提案できる宣言している。彼の言葉を信用する国民は少ないと思われる。

与党を率いるアド大統領とそのチームは、貧しいガーナ人の大多数を救済する政策に

加えて、抜本的な COVID-19 対策を提案する必要があろう。 

 

30．「ブルンジ：前大統領の厄介な遺産と新大統領の大いなる改革の必要性」 

 “Nkurunziza left a troubling legacy: Burundi’s new leader has much to mend”、  

     The Conversation、André Guichaoua, 6 月 18 日

https://theconversation.com/nkurunziza-left-a-troubling-legacy-burundis-new-leader-

has-much-to-mend-140972 

  ブルンジのヌクルンジザ前大統領は、新大統領選出後 3 週間で急逝した。その 15 年の

治世は抑制的な法律、残忍な抑制、恣意的な逮捕、多くの国民の海外への逃避であった。

一人当たりの GDP は世界最低に落ち込み、海外投資は崩壊し、地域的にも国際的にも

阻害されていた。ンダイスミエ新大統領は政治的、経済的社会、社会的な巨大なチャレ

ンジに直面しているが、対応する用意ができているとは言えない。新大統領は選挙では

最も中立的な候補であり、公式に大統領になったのは、前大統領の急逝の数日前であっ

た。 

31．「ブルンジ：新政府はタカ派が主導」 

“Au Burundi, un nouveau gouvernement dominé par les faucons” 

Le Monde/AFP 6 月 29 日 

https://www.lemonde.fr/afrique/article/2020/06/29/au-burundi-un-nouveau-

gouvernement-domine-par-les-faucons_6044565_3212.html 

5月 20日の選挙で Evarist Nadyishimiyeが大統領に選出された。6 月末に発表された

新政府の顔ぶれを見ると、 Alain-Guillaume Bunyoni 首相は 2015年の政治危機以

来、実質 No2。Gervais Ndirakobuca内務大臣は弾圧の中心とされる諜報機関 SNRの長

であり、アメリカと EUの制裁リストに載っている。亡くなった Pierre Nkunziza大統

領下の硬派の人たちが中心であり、CNDD-FDD の恐怖政治が続く。Albert Shigiro外相

は国連大使だった。 

 

32．「アルジェリア：フランスは 19世紀に植民地で抵抗した住民 14人の頭蓋骨を返還」 

“La France remet à l’Algérie vingt-quatre crânes de résistants décapités au 

https://allafrica.com/stories/202006160633.html
https://theconversation.com/nkurunziza-left-a-troubling-legacy-burundis-new-leader-has-much-to-mend-140972
https://theconversation.com/nkurunziza-left-a-troubling-legacy-burundis-new-leader-has-much-to-mend-140972
https://www.lemonde.fr/afrique/article/2020/06/29/au-burundi-un-nouveau-gouvernement-domine-par-les-faucons_6044565_3212.html
https://www.lemonde.fr/afrique/article/2020/06/29/au-burundi-un-nouveau-gouvernement-domine-par-les-faucons_6044565_3212.html
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XIXe siècle et entreposés à Paris” 

Le Monde 7 月 4日 By Madjid Zerrouky  

https://www.lemonde.fr/afrique/article/2020/07/03/la-france-remet-a-l-algerie-24-cranes-

de-resistants-decapites-au-xixe-siecle-et-entreposes-a-paris_6045108_3212.html 

1849 年 11 月に、4 ヵ月の包囲の末に、フランス軍 6000 人がコンスタンティーヌ南

部の要塞化されたオアシス Zaatcha を攻撃した。住民 800 人と生き残った者も殺され

た。抵抗を指導した族長 Ahmed Bouziane、15 歳の息子と道士らは助命されたが、後

日首を切られ頭部はビスクラの市場にさらされ、軍医によりフランス本国に送られ

た。当時植民地では蛮行により戦利品あるいは「学術調査資料」として住民の頭蓋骨

はヨーロッパの博物館にあふれていた。パリの Musee de l’homme の収集品だった

Ahmed Bouziane の頭蓋骨は今回返還される中に含まれている。2011 年に文化人類

学者 Ali Bekadi が博物館で発見し、返還運動が起きた。2017 年のマクロン大統領訪

問時に約束され、アルジェリア独立記念日に先立ち 7 月 3 日軍用機により Tebboune

大統領の待つアルジェリアに届けられた。 

 

33．「アルジェリア：司法当局は民主化運動の象徴的人物 Karim Tabbou を釈放」 

“Algérie : la justice libère Karim Tabbou, figure emblématique du 

"Hirak"FRANCE 24/AFP 7月 2 日 https://www.france24.com/fr/20200702-

alg%C3%A9rie-la-justice-lib%C3%A8re-karim-tabbou-figure-embl%C3%A9matique-

du-hirak                                    

アルジェリア司法当局は民主化運動 Hirak の主導者 Karim Tabbouを釈放するとし

た。Tabbouは 2019年 9月に収監され、本年 3月に国土の一体性を損なうとして 1

年の禁固を言い渡された。法廷で弁護士の立ち合いを求めたが、裁判官は受入れ

ず、本人は高血圧で具合悪くなった。7月５日の独立記念日前に、Amira 

Bouraouiなど Hirak 関係者 4人を含む 7人が釈放された。なお、多くは FBへの投

稿により 70人の反対勢力が服役中である。 

 

 

（ご参考） 

＊通貨換算 URL：http://www.xe.com/ja/currencyconverter/ 
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https://www.france24.com/fr/20200702-alg%C3%A9rie-la-justice-lib%C3%A8re-karim-tabbou-figure-embl%C3%A9matique-du-hirak
https://www.france24.com/fr/20200702-alg%C3%A9rie-la-justice-lib%C3%A8re-karim-tabbou-figure-embl%C3%A9matique-du-hirak
https://www.france24.com/fr/20200702-alg%C3%A9rie-la-justice-lib%C3%A8re-karim-tabbou-figure-embl%C3%A9matique-du-hirak
http://www.xe.com/ja/currencyconverter/
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お役立ち情報の紹介 

                          顧 問    堀内 伸介 

 

 

１．「地域経済見通し： サブサハラ・アフリカ」 

“Regional Economic Outlook for Sub-Saharan Africa” 

     IMF, 6 月 29 日 

https://www.imf.orgimfr/en/Publications/REO/SSA/Issues/2020/06/29/sreo0629 

  

・今年の成長予測は 4 月の予測マイナス 1.6%より悪化しマイナス 3.2％である、 

・成長率は 2021 年には 3.4％が予測されているが、実施されている各種の制限の段階的解     

除とこの地域におけるパンデミックが他地域の経験程悪化しない仮定である、 

・成長率の減少は、観光と資源への依存の高い国ほど高いであろう。資源に依存 

しない国の成長は殆ど変化がないであろう、 

・2 ケ国を除いて、すべての国の一人当たり実質所得は 0.1％から 15％減少するであろう、 

・平均して、地域全体の一人当たりの所得は、2019 年 10 月の予想水準に比べて 7%減少し、

10 年近く前に見られた水準に近い、 

・一人当たり実質 GDP は 20202 年には 5.4％減少するが、2021 年には 1.1％が予測され

ている、 

・地域としての政策は公衆衛生の保護、危機で最も大きな打撃を受けた人々や企業への支

援、復興の促進に引き続き焦点を当てるべきである。 

・パンデミックにより 1998 年以来の世界の貧困の増加が予測されているが、サブサハラ・

アフリカでは新たに 2,600 万人が極端な貧困に追い込まれ、その合計は 3,900 万人とな

ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.imf.orgimfr/en/Publications/REO/SSA/Issues/2020/06/29/sreo0629
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Source: IMF, World Economic Outlook database.   

Regional Economic Outlook for Sub-Saharan Africa、ｐ.９ 
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２．「新型コロナウイルス／アフリカの感染者数」  【前号 No.92(6月号)に続き掲載】   

WHO：Johns Hopkins： nCoV. 7月４日現在 

    Confirmed coronavirus cases in Africa: 452,644（6月 15日現在：244,454） 

Recovered:               217,923（6月 15日現在：111,659）    

Confirmed coronavirus deaths:       11,015（6月 15日現在： 6,566） 

https://africanarguments.org/2020/04/29/coronavirus-in-africa-tracker-how-many-

cases-and-where-latest/ 

 

 

尚、国別の感染者数、回復者数、死亡者数については、以下リンクを参照されたい。 

https://allafrica.com/coronavirus/#covid19-map 

 

 

1    Confirmed cases           

2 Algeria  15,500  TOTAL: 452,644 

3 Angola  346    

4  Benin  1199    

5 Botswana  277    

6 Burkina Faso  995    

7 Burundi  191    

8 Cameroon  13711    

9 Cabo Verde  1421    

10 Central African Republic  3969    

11 Chad  871    

12 Comoros  309    

13 Congo, Republic  1557    

14 Congo, Democratic Republic  7379    

15 Cote d'Ivoire  10462    

16 Djibouti  4736    

17 Egypt  74035    

18 Equatorial Guinea  3071    

19 Eritrea  215    

20 Eswatini  954    

21 Ethiopia  5846    

22 Gabon  5620    

23 Gambia  57    

24 Ghana  19388    

25 Guinea  5570    

26 Guinea-Bissau  1765    

27 Kenya  7577    

https://africanarguments.org/2020/04/29/coronavirus-in-africa-tracker-how-many-cases-and-where-latest/
https://africanarguments.org/2020/04/29/coronavirus-in-africa-tracker-how-many-cases-and-where-latest/
https://allafrica.com/coronavirus/#covid19-map
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28 Lesotho  73    

29 Liberia  869    

30 Libya  918    

31 Madagascar  2728    

32 Malawi  1613    

33 Mali  2303    

34 Mauritania  4827    

35 Mauritius  341    

36 Morocco  13822    

37 Mozambique  969    

38 Namibia  375    

39 Niger  1088    

40 Nigeria  27564    

41 Rwanda  1092    

42 Sao Tome and Principe  719    

43 Senegal  7272    

44 Seychelles  81    

45 Sierra Leone  1533    

46 Somalia  2961    

47 South Africa  177124    

48 South Sudan  2065    

49 Sudan  9663    

50 Tanzania  509    

51 Togo  671    

52 Tunisia  1186    

53 Uganda  927    

54 Zambia  1632    

55 Zimbabwe  698    

       

https://africanarguments.org/2020/06/26/coronavirus-in-africa-tracker-how-many-cases-

and-where-latest/ 

 

 

  

https://africanarguments.org/2020/06/26/coronavirus-in-africa-tracker-how-many-cases-and-where-latest/
https://africanarguments.org/2020/06/26/coronavirus-in-africa-tracker-how-many-cases-and-where-latest/
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アフリカ映画情報 

特別研究員 高倍 宣義 

                    ☆公開予定    ＊上映中 

緊急事態宣言が解除され、シネマは 6 月 1 日から感染予防エチケットを守りながら再開し

た。上映作品の調整があるが、アフリカ系映画は元気といえる。 

 

☆「ヴィタリナ」Vitalina Varela （19）ペドロ・コスタ監督 

9 月上旬 ユーロスペース   https://filmex.jp/2019/program/specialscreenings/ss3 

リスボンの郊外に旧植民地からの移民地域があり、ペドロ・コスタ監督はそこに住むカー

ボ・ヴェルデ人をテーマにした作品を作ってきた。本作は、結婚以来ほとんど出稼ぎ先から

戻らず、呼び寄せもしない男の消息を訪ねてリスボンに来た妻の話。 

 

☆「プリズン・エスケープ」Escape from Pretoria （20）フランシス・アナン監督 

9.18～ シネマアート新宿他 順次 http://www.at-e.co.jp/film/escape/  

南アのアパルトヘイト時代に ANC の 2 人の白人メンバーが市街地で爆発装置を使いチラシ

をまいたかどで、プレトリアの白人政治犯用の刑務所に入れられる。もう一人の仲間が加わ

り、合鍵を作って脱獄を試みるサスペンスドラマ。実話をもとにしている。 

 

☆「誰がハマーショルドを殺したか」Cold Case Hammarskjold (18) 

マッツ・ブリューガー監督・脚本 http://whokilled-h.com/ 

7.18～ シアター・イメージフォーラム ほか順次 

1961 年 9 月、コンゴ動乱の調停の任を帯びたハマーショルド国連事務総長を載せた飛行機

は、ローデシア（ザンビア）で墜落し、乗員全員が死亡した。デンマーク人ジャーナリスト

と調査員がある文書の存在から未解決事件の真相解明に挑むドキュメンタリー。 

 

＊「ルース・エドガー」LUCE (19) ジュエイアス・オナー監督 

6.14～ 新宿シネマカリテ 他順次 http://luce-edgar.com/ 

白人夫婦の養子ルースは紛争地エリトリアから 7 歳の時にアメリカにやってきた。高校生

活で、運動にスピーチに頭角を現し、皆の期待を背負わされている。ある時レポートに反植

民地運動の思想家フランツ・ファノンを引用し、花火がロッカーにあったことから、担任に

目を付けられ、家族と学校と友人を巻き込んだ騒動が始まる。オバマ時代に上演された J.C.

リーの戯曲 LUCEの映画化。 

 

＊「その手に触れるまで」Le jeune Ahmed / Young Ahmed A=P & L ダルデンヌ兄弟監督 

6.12～ 新宿武蔵野館他 順次  http://bitters.co.jp/sonoteni/ 

フランスやベルギーには北アフリカ【マグリブ】からのムスリムが沢山住んでいる。母親と

暮らす 13歳のアハメド少年は食品店の 2階の礼拝所に通ううちにイマムに感化され過激化

し、学校でも家庭でもうまくいかなくなる中で、恩師の先生を襲う。少年院や研修先の牧場

でいろいろな人に見守られて、少年は素直な若者に戻れるのだろうか。ヨーロッパ社会と移

民のムスリムをテーマにしたヒューマンな作品。 

 

https://filmex.jp/2019/program/specialscreenings/ss3
http://www.at-e.co.jp/film/escape/
http://whokilled-h.com/
http://luce-edgar.com/
http://bitters.co.jp/sonoteni/
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アフリカ協会からのご案内        

 

― 協 会 日 誌 ― 

事務局長 成島 利晴 

 

6 月 15日〜7 月 14日 

 6月 29日（月） 

2020年度通常総会開催 

    国際文化会館 別館 2階講堂にて、14時 30分から開催。 

 

   2020年度第 3 回理事会開催 

国際文化会館 4階 403・404号室にて、15時 50分より開催。 

 

今後の予定 

昨年 12月に発生した新型コロナウィルス（COVID-19）による感染は、緊急事態宣言に 

伴う自粛の効果もあり沈静化の傾向をみせてまいった結果、緊急事態宣言も 5月 25日に

解除されました。 

但し、その後 6月後半から徐々に東京を中心に感染者が増加する状況となり、最近は 

全国に拡大する懸念が出てまいりました。従い、大使を囲む懇談会等各種イベントに関し

ましては当面開催を見送り、今後の状況推移を見ながら企画してまいりたいと思います。 

 開催の予定が決まりましたら、改めてご連絡を致しますので宜しくお願い致します。 

 

 尚、当事務所は現在通常業務に戻っております（但し終業時間は午後 16時）ので、 

 宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



25 

 

 

服部禮次郎アフリカ基金 

 

一般社団法人アフリカ協会は、管理・運営している本基金について、2020 年度の助成申請

の受付を開始致します。多数のご応募をお待ちしています。 

 

服部禮次郎アフリカ基金（2020年度） 

 

目的： 日本とアフリカ諸国の相互理解と繁栄を支援致します。 

助成（一部助成）対象事業： 

    ・アフリカ諸国における人道援助等への助成、経済・技術・文化交流等への助成 

    ・アフリカ諸国に関する資料の整備、調査研究活動への助成 

    ・日本におけるアフリカ理解促進のための事業への助成 

助成金額：2019年度助成総額は 100万円（助成件数は 1〜2件） 

助成対象事業の実施期間：原則として 1年間     

報告の義務：助成金受給者は、助成対象事業の実施期間終了後 3ヵ月以内に、事業の経過及

び結果、並びに助成金使途報告書を事務局宛提出。尚事務局は別途機関誌掲載

の為の報告書の提出を要請する場合があります。 

選考方法：アフリカ協会の理事会で選任された 6名の基金・事業選定委員会で厳正に審査・ 

選考いたします。 

応募方法：所定の申請書および推薦書（原則 2 通）に必要事項を記入の上、事務局に提出 

願います。尚申請書提出後、基金・事業選定委員会による申請者インタビュー 

に出席頂きます。 

応募締切日：2020年 9月 30日（水） 

助成金交付時期：2020年 12月末（予定） 
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サブサハラ・アフリカ奨学基金 

 

一般社団法人アフリカ協会は、管理・運営している本基金について、2020 年度の助成申請

の受付を開始致します。多数のご応募をお待ちしています。 

 

サブサハラ・アフリカ奨学基金（2020年度下期） 

 

目的： 日本とサブサハラ諸国の民間、友好親善に寄与することを目的とします。 

助成（一部助成）対象者：サハラ砂漠以南のアフリカで、勉学・研究を志す就学者及び 

            研究者 

助成金額：2019年度下期総額は 100万円（１〜2名） 

助成対象事業の実施期間：原則として 1年間 

報告の義務：助成金受給者は、助成対象実施期間終了後 3ヵ月以内に、経過及び結果、並び

に助成金使途報告書を事務局宛提出。尚事務局は別途機関誌掲載の為の報告

書の提出を要請する場合があります。 

選考方法：アフリカ協会の理事会で選任された 6名の基金・事業選定委員会で厳正に審査・ 

選考いたします。 

応募方法：所定の申請書および推薦書（原則 2 通）に必要事項を記入の上、事務局に提出 

願います。尚申請書提出後、基金・事業選定委員会による申請者インタビュー 

に出席頂きます。 

応募締切日：2020年 12月 25日（金） 

助成金交付時期：2021年 3月末（予定） 

 

事務局：郵送先：〒105-0003 東京都港区西新橋 3‐23‐6 第一白川ビル 

        一般社団法人 アフリカ協会 

    TEL: 03‐5408-3462 

    E-Mail: info@africasociety.or.jp 
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第 6 回懸賞論文募集 

                

当協会では、アフリカに強く関心を持ち研究活動を行っている方々を支援するために、 

下記の要領で 2020 年度の懸賞論文を募集いたします。多数のご応募をお待ちします。 

 

                 応募要項 

 

１ 目的 若手研究者のさまざまな研究成果を募り優秀な作品を発表することによって、

多くの皆様にアフリカに関する一層の関心を高めてもらうことを目的とします。 

２ 懸賞論文のテーマ 

      『アフリカの経済・社会開発に関する諸研究』 

３．応募資格 原則として 39 歳までの研究者（院生・大学生を含む）・企業従事者等 

４．応募作品 日本語 8,000 字～12,000 字以内（2019 年 4 月以降執筆されたもので 

他誌への既発表分も応募可能） 

５．提出要項 Word 形式の原稿データ及びＡ４用紙にプリントアウト（写真・図表を含む） 

     注）応募原稿の表紙に、必ずタイトル・住所・氏名・年齢・職業・連絡先 

（電話番号・メールアドレス）を記載 

       1,000 字程度のレジメを併せて提出 

       応募原稿の表紙・参考文献は各々1 ページ以内とし、字数制限には含まない 

６．応募締切 2020 年 10 月 30 日(金)必着 

７．応募方法 下記提出先にメール送信の上、郵送のこと 

８．賞    優秀賞   （1 点）： 副賞 賞金 30 万円 

       佳作   （2 点）： 副賞 賞金  5 万円 

      （尚、優秀作品は機関誌「アフリカ」2021 年春号に掲載予定） 

９．審査委員 審査委員長として大島賢三アフリカ協会理事長（元国連大使）及び 

       有識者数名 

10．審査発表及び表彰 2021 年 1 月 31 日予定 

（審査経過及び結果については問合せ不可） 

11．注意事項 応募作品の返却は不可 

       入賞作品の著作権、版権は当協会に帰属 

12．提出先・問合せ先 メール：info@africasociety.or.jp  ＴＥＬ：03‐5408-3462 

                   郵送：〒105-0003 東京都港区西新橋 3‐23‐6 第 1 白川ビル 2 階 

一般社団法人 アフリカ協会 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:info@africasociety.or.jp
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第 4 回高校生エッセイコンテスト 

                 主催：アフリカ協会 

                 協賛：セイコーホールディングス株式会社 

 

当協会では、アフリカに強く関心を持っている高校生を支援するために、下記の要領で 2020

年度のエッセイコンテストを募集いたします。多数のご応募をお待ちします。 

 

                 応募要項 

 

１ 目的 高校生のアフリカへの関心をエッセイとして発表することを通じて、多くの若

い方々にアフリカに関する一層の関心を高めることを目的とします。 

２ 懸賞論文のテーマ 

     『 アフリカについて 』 

（「アフリカと私」など、身近にあるアフリカとの関りでも構いません。） 

３．応募資格 原則として高校在学中の学生及びグループ等 

４．応募作品 日本語 4,000 字から 6,000 字以内 

５．提出要項 Word 形式の原稿データ及びＡ４用紙にプリントアウト（写真・図表を含む） 

     注）応募原稿の表紙に、必ず、タイトル・住所・氏名・年齢・学校名・学年・連

絡先（電話番号・メールアドレス）を記載 

       応募原稿の表紙・参考文献は各々1 ページ以内とし、字数制限には含まない 

６．応募締切 2020 年 10 月 30 日(金)必着 

７．応募方法 下記提出先に、メール送信の上、郵送のこと 

８．賞    優秀賞   （1 点）： 副賞 賞金 10 万円又は相当物品 

       佳作賞  （3 点）： 副賞 賞金  2 万円又は相当物品 

       参加賞 

      （尚、優秀作品は、当協会発行の機関誌「アフリカ」2021 年春号に掲載予定） 

９．審査委員 審査委員長として大島賢三アフリカ協会理事長（元国連大使）及び 

       有識者数名 

10．審査発表及び表彰 2021 年 1 月 31 日予定 

（審査経過及び結果については問合せ不可） 

11．注意事項 応募作品の返却は不可 

       入賞作品の著作権、版権は当協会に帰属 

12．提出先・問合せ先 メール：info@africasociety.or.jp  ＴＥＬ：03‐5408-3462 

                   郵送：〒105-0003 東京都港区西新橋 3‐23‐6 第 1 白川ビル 2 階 

一般社団法人 アフリカ協会 

 

 

mailto:info@africasociety.or.jp

